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台風４号通過に伴う中城湾港泡瀬地区整備事業 

の状況報告について 

 

 

 

台風４号の通過に伴う中城湾港泡瀬地区整備事業の状況について、別紙の通りお知らせし 

 

ます。なお、写真データが必要であるならお申し付け下さい。 

 

 

                                     －以 上－ 



別 紙   

 

 

台風４号通過に伴う中城湾港泡瀬地区整備事業の状況報告 
 

 
１．台風４号に伴う波浪状況 

中城湾港の沖波（津堅島沖で観測）は、７月１３日午前２時に最大有義波高１１．２６ｍ（デー

タは速報値）を観測しました。 

（参考：中城湾港における既往最大有義波高は、平成１６年１０月１９日の台風２３号における

１１．９３ｍ） 

※有義波とは、全体の波の数の大きい方からの１／３の数を選び出した平均値で、不規則な波

群の統計指標です。 

 
２．手植え移植藻場の状況報告（手植え移植藻場の位置については資料－１参照） 

・ 平成１４年度に実施した手植え移植藻場については、移植藻場内に砂の堆積が見られる箇所

がありましたが、移植藻場全体として大きなダメージは見られませんでした。（資料－２参照） 

・ なお、今後詳細な調査を実施し、中城湾港泡瀬地区環境保全・創造検討委員会へ報告してい

きます。 

 
３．工事箇所及び周辺海域の状況報告（各施設の位置については資料－１参照） 

・ 泡瀬地区埋立外周護岸等（Ｃ護岸、Ｄ護岸、余水吐き、仮設道路）については、現在は施工

中の暫定断面ですが、埋立外周護岸本体の崩壊はありませんでした。但し、護岸法面保護の

ためのブロックの移動や断面頂部の石材が波に叩かれたことによる多少の不陸が見られまし

た。（資料－３の①，②参照） 

・ 仮設桟橋については、コンクリート版５４６枚のうち２７枚が移動していることを確認しま

した。（資料－３の③参照） 

・ 仮設橋梁については、ガードレールの一部が転倒していることを確認しました。（資料－３の

④参照） 

・ 今後は、今年度工事の再開にあわせて、不陸の正整、コンクリート版及びガードレールを元

に戻す作業を順次行う予定です。 

・ なお、埋立地周辺海域を台風後緊急的に実施したダイバーによる概略的な目視調査の結果で

は、周辺海域への土砂の流失は確認されませんでした。その状況については上記委員会へ報

告する予定です。 



 泡瀬地区全体位置図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手植え移植

④　仮設橋梁

写真撮影箇所

資料－１
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資料－２ 
 

台風４号通過後の手植え移植藻場の状況（１） 

 

台風４号通過後の手植え移植藻場の状況（２）

 



資料－３ 

①埋立外周護岸状況（Ｃ護岸） 

 
 

②仮設道路頂部の不陸状況 

 
 



資料－３ 

③仮設桟橋コンクリート版の移動状況 

 
 

④仮設橋梁ガードレール転倒状況 

 
 


